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11 月
 26 日 議会運営委員会・議会全員協議会・第４

回臨時会
12 月
    　4 日 議会運営委員会・議会全員協議会・議会

広報特別委員会
    　9 日・10 日　第４回定例会
 10 日 議会広報特別委員会

　１月
 15 日 議会全員協議会・議会広報特別委員会
 22 日 議会広報特別委員会
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次の定例会は３月３日（火）開会予定です。

みなさまの傍聴をお待ちしています。

門松は冥土の旅の一里塚、
めでたくもあり、めでたくもなし

小林一茶

　年明け早々恐縮ですが、私は今年、
この句に共感を覚えつつ新年を迎え
ました。
　国・地方が抱える借金は、今や国の

稼ぎ２年分の1,000兆円。これを減ら
すには、医療や介護・年金等の福祉を
切り詰めるしかないのでしょうか。
　“一茶” ならずとも、冥土への旅立
ち方について、思いをめぐらさなけ
ればならない気分になるのです。
　年末の総選挙では与党が大勝し、
安定政権が生まれました。
　政権与党には着実に施策を遂行し、

景気回復の成果を地方にもしっかり
と届けてもらわなければなりません。
また、特定秘密保護法や集団安保の問
題は、国の将来を左右する重要事案で
あり、慎重な対応を期待
したいところです。

榎戸和也


